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 本 論 文 は ，近 赤 外 分 光 法 に よ る 劣 化 機 構 の 検 出 お よ び 劣 化 診 断 に 与 え る 影
響 を 評 価 し ，近 赤 外 分 光 法 を 用 い た 総 合 劣 化 診 断 シ ス テ ム の 構 築 に 関 す る 一
連 の 研 究 を ま と め た も の で あ る  
 本 論 文 は 全 7章 で 構 成 し た 。 以 下 に 各 章 の 概 要 を 述 べ る 。  
〔 第 1章  序 論 〕 で は ， 本 研 究 の 背 景 と 目 的 を 述 べ た 。  
〔 第 2章  コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 劣 化 診 断 手 法 〕 で は ， 従 来 の 調 査 診 断 手 法
に つ い て 整 理 し ， 従 来 の 調 査 診 断 手 法 に お け る 問 題 点 を 指 摘 し た う え で ， 近
赤 外 分 光 法 の 原 理 お よ び 調 査 診 断 手 法 へ の 導 入 に よ る 利 点 に つ い て 示 し た 。
〔 第 3章  塩 分 浸 透 形 態 が 近 赤 外 分 光 法 の 吸 光 度 ス ペ ク ト ル に 与 え る 影 響 〕
で は ， 近 赤 外 分 光 法 を 実 構 造 物 に 適 用 さ せ た 際 に 問 題 と 考 え ら れ る ， 塩 分 浸
透 形 態 の 違 い が 近 赤 外 分 光 法 の 吸 光 度 ス ペ ク ト ル に 与 え る 影 響 を 確 認 す る
た め ，内 在 塩 分 お よ び 外 来 塩 分 に よ る 塩 分 の 供 給 方 法 の 違 い が 吸 光 度 ス ペ ク
ト ル に 与 え る 影 響 に つ い て 検 討 し た 。こ の 結 果 ，近 赤 外 分 光 法 で 得 ら れ た 吸
光 度 を 用 い た 重 回 帰 分 析 に よ り ， モ ル タ ル 中 の 全 Cl－ 濃 度 を 精 度 良 く 推 定 で
き ，内 在 塩 分 と 外 来 塩 分 の 違 い ， 塩 分 種 類 の 違 い お よ び セ メ ン ト 種 類 の 違 い
に よ り ， 近 赤 外 分 光 法 に よ る 全 Cl－ 濃 度 の 推 定 精 度 に 大 き な 違 い は 見 ら れ な
か っ た 。 さ ら に は ，塩 分 浸 透 の 不 均 一 性 を 効 率 的 に 確 認 す る た め の マ ッ ピ ン
グ 処 理 に つ い て 検 討 し た 結 果 ， Cl－ の 浸 透 断 面 を 近 赤 外 分 光 法 に よ っ て 密 に
吸 光 度 を 測 定 す る こ と で ， EPMA画 像 と 同 様 に 全 Cl－ の 詳 細 な 濃 度 分 布 が 表 現
で き た 。  
〔 第 4章  近 赤 外 分 光 法 に よ る コ ン ク リ ー ト 中 の ア ル カ リ 骨 材 反 応 の 検 出 〕
で は ，反 応 性 骨 材 を 含 む 供 試 体 や 人 口 生 成 し た ア ル カ リ シ リ カ ゲ ル に つ い て
， 促 進 ASR環 境 下 に て 膨 張 率 の 測 定 お よ び 吸 光 度 ス ペ ク ト ル の 経 時 変 化 を 測
定 す る こ と で ， コ ン ク リ ー ト 中 の ア ル カ リ シ リ カ ゲ ル の 有 無 ， ASRの 検 出 ，
お よ び ， 劣 化 程 度 把 握 の 可 能 性 に つ い て 検 討 し た 。 こ の 結 果 ， 反 応 性 骨 材 を
含 有 す る モ ル タ ル お よ び コ ン ク リ ー ト に 対 し て ，近 赤 外 分 光 法 に よ る 吸 光 度
ス ペ ク ト ル を 測 定 す る こ と で ， ASRの 進 行 に 伴 っ て 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の OH基
に 相 当 す る 波 長 1,412n m付 近 の 吸 光 度 が 減 少 し ， エ ト リ ン ガ イ ト に 相 当 す る
波 長 1,45 4n m付 近 の 吸 光 度 が 増 加 す る こ と が 確 認 で き た 。  
〔 第 5章  総 合 劣 化 診 断 シ ス テ ム の 提 案 〕 で は ， 第 3章 お よ び 第 4章 で 得 ら れ
た 結 果 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り ， 近 赤 外 分 光 法 の 特 徴 を 生 か し た 1サ ン プ
リ ン グ 1測 定 に よ る 多 成 分 分 析 に よ っ て ， コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に お け る 塩 害
， ASR， 中 性 化 の 単 独 劣 化 の 診 断 だ け で な く ， こ れ ら の 複 合 劣 化 を 含 め た 診
  
断 が 可 能 と な る 総 合 劣 化 診 断 シ ス テ ム を 提 案 し た 。  
〔 第 6章  総 合 劣 化 診 断 シ ス テ ム の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 へ の 適 用 〕 で は ， 実
際 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 対 象 と し て ，近 赤 外 分 光 法 を 用 い た 総 合 劣 化 診 断
シ ス テ ム の 有 効 性 に つ い て 検 証 し た 。 検 証 の 結 果 か ら は ， 1次 診 断 に よ る 面
分 析 に よ っ て ス ク リ ー ニ ン グ を 行 い ，2次 診 断 に よ り 1次 診 断 で 抽 出 さ れ た 箇
所 に 対 し て 深 さ 方 向 に 吸 光 度 ス ペ ク ト ル を 測 定 す る こ と で ， 塩 害 ， ASR， 中
性 化 の 単 独 劣 化 だ け で な く ，複 合 的 に 劣 化 が 生 じ て い る 構 造 物 に 対 し て も 適
切 に 劣 化 診 断 を 行 え る こ と が 可 能 と な り ， 本システムの有効性が確認された。 
〔 第 7章  結 論 〕 で は ， 各 章 で 得 ら れ た 知 見 を 基 に 本 研 究 に お け る 研 究 成 果
を 総 括 し ，近 赤 外 分 光 法 を 用 い た 総 合 劣 化 診 断 シ ス テ ム の 今 後 の 課 題 に つ い
て 整 理 し た 。  

